








































































































































































































































































































































実習内容 評価 構造化／設定 コメント
職業スキル
・出荷用カードの
　データ入力
EL ・見本のファイル ・個人作業で落ち着いた様子であった。担当者への報告
はチェックの依頼のみであった。
職業行動／自立機能
・持ち物の管理
EL ・担当者の言葉か
け
・特になし。
余暇スキル
・イラスト
P ・トレーディングカードを扱っているため、職場内に常
時本人の嗜好に近いイラストを目にできる環境であっ
た。
コミュニケーション
・休憩の会話
EH ・まじめで一生懸命業務に取り組んでいた。慣れてくる
と自分の職歴や趣味について話をしていた。
対人スキル
・挨拶
P ・朝と帰りの挨拶が身に付いている。
　P（Pass）＝合格　EH（Emerge High）＝高い芽生え　EL（Emerge Low）＝低い芽生え
　F（Fail）＝不合格　NM（Not Measured）＝検査されていない
　コミュニケーションでは、自分の興味関心がある内容に取り組むなど目的を持って過ごすことができて
る。また、対人スキルでも挨拶のスキルをしっかり身に付けることができている。
　その他、現場実習をとおして、自分の仕事をする職場内容について確認をした。その内容を表3に示す。
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表３　職場環境
・照明が暗い。デスクが広すぎる。
・電話があまり鳴らない職場である。
・若い方が少ない職場。
・館内の職員数が少ない。
・来客が少ない。
・照明が暗い。PC用メガネ使用。
（５）実習先担当者からの声
　３年目の契約更新が近づいてきたので、聞き取りを行う予定。年末に担当者に対して（女性）指示が多
い、仕事が終わらないと声を荒げる場面がみられた。年明けの現場実習が始まってからイライラしている
様子が伝わってくる。ご家庭との連絡ノートを開始し、本人のストレスの原因を把握できるようにしてい
きたい等の話をいただいている。
（６）巡回教員による聞き取り
　業務内容が増え、本人は仕事が終わらないと漠然とした不安を抱えていた。終わらない理由として、業
務内容の順番を自分の希望のとおりに変更し、こだわりから次にやるべき業務内容へ移行することがうま
くできていないためと考えられた。
　注意修正の受け入れについては、指示書を書いてくださる方に担当が任されており、「仕事が終わらな
いのは仕事量が多いから」という理由で、担当者に対して本人は不満感を募らせていた。
４　考察
（１）TTAPフォーマルアセスメント及びインフォーマルアセスメントの活用
　TTAPフォーマルアセスメントの結果を受けて、ダイキ本人と現場実習で活用するサポートカードの記
入内容の検討を行った。現場実習では、パソコンでのデータ入力を中心とした事務補助関係の仕事を担当
することになっていたので、自分が今まで身に付けてきたスキルを十分に活用することができると、意欲
的に内容を検討することができた。また、課題となる点については、報告の場面を中心に、対人関係面で
課題となる点が多くみられるので、現場実習の目標にも設定した。さらに具体的な支援方法については、
学校生活の場面での様子を参考に、教員が具体的にどのような支援を行っているか、実際の場面での様子
を振り返ることを行い、職場で必要となる支援について確認した。これらのことで、自分に必要な具体的
な支援について理解を深めることができた。　
（２）現場実習での変容
現場実習の様子についてであるが、本人が就労を希望する事務補助の仕事が中心だったので落ち着いて
仕事ができ、また、意欲的に取り組む様子もみられた。
仕事については、パソコンでのデータ入力で、入力の場所や方法についての指示を理解することはでき
たが、ミスが目立った。入力が正確にできると思い確認せず進めていたが、時々入力の順番を間違えるこ
とがあったので、入力の終了した部分を蛍光ペンで塗りつぶし、終了の確認を必ず行うようにした。
休憩時間の過ごし方については、ノートに絵を書いたり本を読んだりするなど、一人で目的を持ち、過
ごすことができた。しかし、休憩時間の時間一杯休憩し、午後の仕事開始時間になった後にトイレに行く
様子がみられたので、トイレは休憩時間内にすませ、午後の開始時間からはすぐ仕事に取り組めるように
しておくなど仕事の準備の大切さについて確認した。
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気持ちのコントロールについては、個人情報の書かれた用紙を裏返さずに離席してしまったことを注意
され、言われたことに対して戸惑いがみられた。その後に、説明を聞くことで納得し自分の気持ちを落ち
着けることができた。
対人関係面については、作業終了後の報告はしっかりできているが、自分で行った仕事に対する確認の
不十分な面がみられた。早く報告しなくてはという気持ちが先に出てしまい不十分になりがちであった。
また、データ入力の際に、自分で読めない漢字が出てきた時に、質問できずにいたことが何度かあった。
以上のことから、TTAPフォーマルアセスメントの結果を本人に説明し、本人が、現場実習中に使用す
るサポートカードの内容を自分自身で考えることで、自己理解を深めることができた。また、自分の得手
不得手を改めて認識することで、苦手な出来事が起こったときの対処法についても自分で考えることがで
きた。
５　まとめと今後の課題
今回は、TTAPを活用した自己理解を深める取組であったが、この取組をとおして、こんなサポートが
あればうまくいき、職場に定着していけるというように、自分に必要な支援を自分で理解できるなど、就
労に向けて自分の職業能力や障害特性と向き合うことで、自己理解を深めていくことができたと思われる。
具体的には、事後学習の中で現場実習を振り返りながら修正したことで、現場実習先にて、どのような
サポートがあればうまく仕事ができたか等を考えることができ、自己理解をさらに深めることができた。
今後、職場定着し安定した就労生活を送るためにも、自分自身に必要な支援を理解したり、就労に向けて
自分の職業能力や障害特性と向き合ったりすることなどをとおして、自己理解を深めていくことがとても
大切になると考える。
また、今回の研究は、就労後への職業生活に向けた個別移行支援計画の内容にもつながるものと考えら
れる。現在、個別移行支援計画は教員が作成し、その内容を就労先や関係諸機関等と共通理解を図ってい
るが、個別移行支援計画の作成に関して、生徒本人の参画も考えられるのではないかと思われる。さらに
就労し、実際に職場で働く場面において、自分が必要としているサポートを積極的に自分から発信してい
く力を育てていくことにもつながるのではないかと考える。
障害のある生徒の肯定的な自己理解には、できること・できないことの理解から障害理解へと進んでい
くと考えられるが、現状はできること・できないことの実践が多く、多くの自己理解の実践が得意な事・
苦手な事に止まっていることがほとんどである。これらを進めていくためには、肯定的な自己理解へと再
構築していく学習としての支援（進路学習・総合的な学習の時間）と相談としての支援（進路相談等）な
どの授業実践の充実が挙げられる。その際、進路指導だけの課題ではなく、青年期段階の教育全体におい
て支援することが必要である。そこでは、生活経験を拡充し、対人関係を充実するなかで興味・関心の探
索や自己の表現・主張などの蓄積から自己理解へ展開させることが大切である。
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